
ＪＲ東海労ニュース
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５月３日、中日新聞に４月19日名松線で発生した無人走行事

故に関する記事が掲載されました。記者会見で沿線住民への謝

罪がないこと、そして、会社幹部が「本線じゃないから」と事

故を軽視するの発言をするなど、安全に関する会社の感覚・根

本に問題があることを指摘してます。さらに、個人の責任追及

ばかり、ＪＲ東海のおごりを感じると痛烈に会社の安全に対す

る姿勢を批判しています。

会社は、４月23日の経営協議会でも「社員がやるべきことを

やっていなかった」と強調し、沿線住民へ謝罪すべきではない

かという質問についても「対策を通じて、会社の認識を世の中

にお知らせすることで実施していく」と見解を明らかにし、あ

らためて謝罪する意思のないことを表明していました。

今回、マスコミから強い指摘を受け、沿線住民、乗客の命を

預かる企業の責任として、まずは社会に謝罪し二度と事故を起

こさないという強い意志のもと「真の対策」を構築すべきです。

名松線事故・マスコミが強く指摘！
ＪＲ東海という組織の安全管理体制に不信感を持つ！
事故を軽視する空気が感じられる！社会に対して鈍感！
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